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『
第
６
回
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
整
備
検
討
会
』

の
報
告

　

1
月
19
日
（
土
）
午
前
、新
宿
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
、

第
６
回
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
を
除
く

26
名
の
検
討
委
員
の
う
ち
21
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま

し
た
。

新
宿
歴
史
博
物
館
の

収
蔵
部
門
見
学

施
設
整
備
計
画
の
検
討

事
業
計
画
・
展
示
計
画
の
ま
と
め
に
つ
い
て

　

前
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
作
成
し

た
事
業
活
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
新
宿
区
よ
り
説
明

を
行
い
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
と
し
て
は
、
漱
石
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
、
も
う
少
し
特
徴
の
あ
る
計
画
に
す
べ

き
で
あ
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

基
礎
調
査
以
降
の
研
究
成
果
に
つ
い
て　

石
﨑
委
員

　

基
礎
調
査
に
携
わ
っ
た
石
﨑
委
員
よ
り
、
基
礎
調
査
以

降
に
新
た
に
判
明
し
た
情
報
等
に
つ
い
て
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
客
間
に
置
か
れ
た
六
曲
一
双
の
屏
風
に
記
載
さ
れ

  

て
い
た
の
は
、「
老
樹
不
知
歳
時　

名
園
別
有
天
地

  

非
人
間
」
で
は
な
い
か
。

・
明
治
末
年
頃
か
ら
、

  

漱
石
山
房
に
出
入
り

   
し
て
い
た
経
師
屋
・

   
栗
山
弘
三
郎
「
夏
目

   

漱
石
先
生
の
お
も
い

   

で
」
に
は
、
玄
関
や

　

客
間
・
書
斎
に
関
す

   

る
記
述
が
あ
る
。

・
玄
関
の
奥
に
は
、

  

三
畳
の
畳
敷
き
の

  

廊
下
が
あ
っ
た
。

委
員
の
感
想
・
意
見

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
新
宿
区
文
化
観
光
課
文
化
資
源
係

Ｔ
E
Ｌ
．
０
３
・
５
２
７
３
・
３
５
６
３
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事
務
局
・
北
見

学
芸
員
の
案
内
に

よ
り
、
搬
出
入
口
、

資
料
用
大
型
エ
レ

ベ
ー
タ
、
収
蔵
庫

前
室
、
収
蔵
庫
、

閲
覧
室
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

①
建
物
外
観

・
明
治
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
建
築
に
す
る
。

・
建
物
自
体
は
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
外
部

   

か
ら
も
漱
石
山
房
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

③
庭・道

路
か
ら
建
物
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
漱
石
山
房
に

   

あ
っ
た
バ
シ
ョ
ウ
の
木
を
植
え
、
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
。

・
漱
石
山
房
に
あ
っ
た
草
花
や
樹
木
に
よ
り
、
庭
園
を

   

再
現
す
る
。

②
諸
室
構
成
・
建
物
内
部

・
内
装
は
、
木
を
使
っ
た
落
ち
着
い
た
イ
メ
ー
ジ
。

・
館
内
は
、
明
治
時
代
や
大
正
ロ
マ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
。

・
寄
贈
を
期
待
し
、
広
い
収
蔵
庫
を
備
え
る

・
閲
覧
室
や
映
像
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
る
。

・ 

漱
石
山
房
は
、
外
光
が
入
る
明
る
い
空
間
に
配
置
し
た
い
。

・
レ
ト
ロ
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
近
隣
住
民
が
通
い
た
く
な
る

   

カ
フ
ェ
と
し
、
本
が
読
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

〈
施
設
整
備
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
主
な
意
見
〉

　

討
議
終
了
後
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
発
表
を
行
い
、
質
疑
応
答

の
の
ち
、
学
識
経
験
者
よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・ 

漱
石
は
、庭
や
自
然
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

  

だ
か
ら
こ
そ
、
漢
詩
や
文
人
画
を
描
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

  

イ
メ
ー
ジ
を
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

・
建
築
外
観
は
、
周
辺
の
住
宅
地
に
調
和
し
た
も
の
と
す
る
。

   

ま
た
、
木
造
家
屋
で
あ
る
漱
石
山
房
が
再
現
さ
れ
る
の
で
、

   

そ
れ
を
取
り
囲
む
箱
と
し
て
の
建
築
は
一
体
化
し
な
い
よ

   

う
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
べ
き
。

・
漱
石
山
房
を
上
か
ら
眺
め
ら
れ
る
仕
掛
け
が
ほ
し
い
。

・
漱
石
が
生
き
た
「
明
治
」
と
い
う
時
代
を
テ
ー
マ
に
し
、

   

自
然
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
、
本
物
の
空
間
が

   

で
き
る
と
よ
い
。

・
キ
ー
ワ
ー
ド
は
オ
ー
プ
ン
。
光
、外
か
ら
の
空
気
感
が
大
事
。

   『
硝
子
戸
の
中
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
を

    

効
果
的
に
使
っ
た
オ
ー
プ
ン
な
建
築
に
す
べ
き
。

・
若
い
人
が
勉
強
で
き
る
空
間
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め

   

に
は
、
書
架
を
で
き
る
限
り
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
気
軽
に

    

手
に
取
っ
て
読
め
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

新
宿
区
よ
り
施
設

整
備
計
画
（
案
）
を

提
出
し
、
そ
の
具
体

化
に
向
け
た
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
自
由
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
寄
っ
た
写
真
に

つ
い
て
、
ど
ん
な
点

が
気
に
入
っ
て
い
る

か
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
に
お
い
て
参

考
に
で
き
る
か
な
ど
を
語
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
担

当
す
る
サ
ブ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
、
キ
ー
ワ
ー

ド
を
ふ
せ
ん
に
記
入
し
な
が
ら
、
写
真
に
貼
り
付

け
て
い
き
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
で
、
出
さ
れ
た

意
見
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
な
が
ら
意
見
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

・
客
間
の
天
井
や
壁

　
の
壁
紙
の
文
様
は
、

　
「
銀
杏
鶴
文
様
が
印
刷
さ
れ
た
白
い
紙
張
り
」
で
あ
っ
た
。


